
コード

作成年度 26 年度

課コード

主管課名

日

日

％

戸

戸

％

※3次評価は、住民等の意見があった場合にのみ、再度公表するものとする。

基本事業名称 公共施設の有効活用

 成果指標名称 1  成果指標名称 2 普通住宅入居戸数

基　本　事　業　の　目　的

公共施設見直し実施計画に掲げられた施設管理計画を踏まえ、公共施設の適正配置並びに有効活用を図ることを目的とする。

100.0

29

実　績　　 B

基　本　事　業　の　成　果

 成果指標の積算根拠 使用可能日数÷年間日数  成果指標の積算根拠 入居戸数÷入居可能戸数

公共施設使用可能日数

28戸

29 28

365

29 29 －2829

達成率　B／A 100.0

2次評価

成　果

指標 2

目　標　 　A

公共施設の維持管理は適正に行うこと。また、施設のあり方については、「公共施設見直し基本計画」、「公

共施設見直し実施計画」に基づき施設の管理に努めていくこと。

100.0

単

位
100.0

3次評価

住民等の意見

町 の 対 応

1

次

評

価

現状

課題

改善

成　果

指標 1

目　標　 　A 365 365

達成率　B／A 100.0 100.0

単

位
実　績　 　B 365 365

24年度 26年度

365 365

－

100.0

年　　　　　　　　度 22年度 25年度

 目標達成年度 平成26年度  目標達成年度 平成26年度

 目標達成数値 365日  目標達成数値

23年度

60104

120
関係課名

財産管理課

総合計画の位置付け

政策名称

施策名称

参加と行政による協働のまちづくり

行財政の効率化の推進

  　基 本 事 業 評 価 表

365

365

100.0

軽微な修繕・改修についてはその都度対応できているが、老朽化が進行している。

庁舎については、老朽化が進行しているため今後、改修費用の増大が見込まれる。また、老朽化している普通

住宅については、現入居者が退去した後は解体する必要がある。

庁舎等の適正管理ができるよう予算を確保し、随時修繕等で対応していく。また、老朽化の理由により使用不

能となった施設は、早急に解体するなど対応し、財産として適正管理に努める。

29 28



番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20 #N/A #N/A

◆基本事業を構成する評価対象事業◆

平成25年度

直接事業費

－

評価の方向性

（途中）

事業内容を見直して継続

#N/A #N/A

#N/A #N/A

基本事業を構成する評価対象事業の合計事業費

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A #N/A

#N/A

#N/A #N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

担当課評価対象事業名称評価コード

601040202

#N/A

#N/A

財産管理課

#N/A

遊休町有財産売払い促進事業

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A

#N/A


